
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 計画

中間評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプラン
の成果指標を達成した教師95％以上

・教職員間でマイプランを共有すると共に、校内研修
等により取り組みの促進を図る。

・

○学習内容の定着に向けた分かりやす
い授業の実践

○「学習中、友達と話し合う活動を行い、その考
えを使って課題を解決することができていると思
う」と回答した児童８５％以上
○学習のめあてに向かって、あきらめずに取り
組んでいると答える児童８５％以上

・「授業づくりのステップ１・２・３ Voｌ．２」を踏まえ、全
教科半分以上の授業で「話し合う活動」を設定すると
ともに、適用問題に取り組む時間も設定する。

・

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳の授業を年1回以上保護者に公開する。
〇「ありがとうの木」の取り組みで、カードを毎学
期に1枚以上書くことができた児童８０％以上
〇「友達に優しくしたり、優しくしてもらって嬉し
かったりしたことがある」と感じる児童９０％以上

・6月や12月のフリー参観や授業参観時に全学級道徳
の公開する。
・「ありがとうの木」活動で、カードに書く内容の具体例
を提示したり、放送で読むカードの内容を精選したり
することで、より自己肯定感を高める活動内容にして
いく。
・「いじめ・いのち」のアンケート欄に「自分のいいとこ
ろ紹介」の欄を設け、児童の自己肯定感を高めるきっ
かけを作る。

・

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○「いじめを受けたり、いじめたりすることなく、
楽しい学校生活を送ることができた」と実感でき
ている児童が９０％以上

・毎月、児童アンケート調査を行い、いじめの早期発
見に努める。
・アンケートの調査をもとに、いじめ防止対策委員会で
対策を協議し、迅速に対応する。
・生徒指導連絡会や連絡会でいじめ防止に関する取
り組みについて全職員で共通理解をし、取り組んでい
く。
・校内研修等により、いじめの対応方法について学ぶ
とともに、日々の教育活動の中でいじめの防止と早期
発見に取り組む。

・

◎志を高める教育 ◎小学校卒業後の自らの夢や目標をもち、その
実現に向けて頑張ろうと思う気持ちを持つことが
できる児童が８０％以上

・全ての学年において学校行事や各教科等を通し、自
分の夢や目標を持つことのできる機会を設ける。
・4年生は二分の一成人式を通して、6年生は卒業に
向けて、夢や目標を自ら考え、語ることができる場面
を設ける。

・

●「運動習慣の改善や定着化」 ●学校での外遊びの時間が１週間で１００分以
上の児童８０％以上

・積極的に外遊びを奨励し、一日の運動時間を最低
20分間は確保する（始業前、業間休み、昼休み、放課
後等）。
・体力を高めるための楽しい運動の紹介をしたり体育
の授業で実践したりする。
・めあてを持たせ「縄跳び運動」「ボールを使った運
動」マラソン週間等に取り組ませる。

・

○「望ましい生活習慣の形成」 ○「望ましい生活習慣の形成」
・「やる気の子育成部」「やさしい子育成部」の計画に
基づき、共通認識のもとに全校で統一した指導を行
い、「生活指導四本柱」の各柱の定着率８０％以上
・「早寝、早起き、朝ご飯」の定着を図り、児童や家庭
にもその協力を呼びかけ、達成率８０％以上
・家庭学習時間やネット・ゲーム機使用の時間につい
て、把握できていると回答する保護者が８０％以上

・重点目標達成委員会において取組状況を確認し、
指導の徹底を図る。具体的な取組は各育成部で検討
提案する。
・家庭学習がんばり週間を定期的に行い、家庭に協
力してもらいながら規則正しい生活を意識させる。長
期休業には「生活チェック表」で毎日の計画をたて、そ
れに沿って生活させるようにする。

・

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の
削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上
限を全員が遵守する。
・１ヶ月の時間外在校時間の総計を意識していると答
える職員８０％以上

・働き方改革に関する研修を学期に１回行い、意識改
革を図る。
・「定時退勤日」を水曜と金曜の選択とし推進する。
・１ヶ月の時間外在勤時間の総計の記録を各自がグ
ラフ化する。
・会議等の精選を行い、職員の放課後の業務時間を
確保する。
・成績評価週間には、特別校時を設定し、放課後の業
務時間を集中的に確保する。

・

○業務改善意識の向上 ○日常の業務に関わる課題を、職員自らから見つけ
ていき、年間で１０個以上の改善を図る。

・学校行事や日常の業務についての課題を週単位で
可視化し共有し、改善を図る。

・

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し

○教職員の資質向上

○教員の専門性と意思の向上 ○全職員が算数科を中心とした研究授業を１回
以上行う。
○外部講師を招聘し、タブレット研修を１回以上
行う。

・確かな学力の定着と向上にむけて「わかる授業の実
践」「振り返りの場の設定と充実」を校内研修等を通し
て実践化を図る。
・一人１台タブレットの活用法を、職員で情報共有する
時間を設定する。

・

○特別支援教育の充実と
拡張

○支援が必要な児童に対する理
解と支援の在り方

○「学校が楽しい」と感じる児童９０％以上
○通常の学習や生活指導において、合理的配
慮を行っていると回答できる職員が９５％以上

・担任や級外、生活支援員、特別支援教育支援員同
士の情報共有の場を確保し、児童理解に努める。
・児童の困り感に寄り添い、早期発見、早期対応を行
う。
・「職員連絡会」等で見守りたい児童の状況について
報告し、全職員の共通理解を図る。
・月１回の「生徒指導協議会」では、児童への適切な
サポートについて協議する。
・スクールカウンセラー、巡回相談訪問、ケース会議を
通して、支援方法を探るとともにミニ研修会を実施し
特別支援に対する啓発活動を行う。
・個別の支援計画をもとに、継続的な支援を図る。

・

○家庭や地域との連携を
生かした教育活動の醸成

○コミュニティースクール立ち上げに向
けて、教職員やPTAの機運を醸成する。

○年間を通して、職員とPTAの研修会を２回以
上行う。
○各学年の年間指導計画をゲストティーチャー
や地域支援の観点から見直す。

・教頭が窓口になり、諸富校区３校に１名配置された
地域教育コーディネーターと連携し、夏季休業中に「コ
ミュニティースクールについて研修会を行う。
・各学年毎に、ゲストティーチャーやPTA・地域ボラン
ティアの登録表を作成する。

・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

ふるさとを愛し、「夢」「ふれあい」「感動」のなかで、生き生きと輝く子どもの育成　

･基礎的基本的な知識・技能を定着させ、それらを活用した問題解決能力を向上させる。
・一人一台端末を効果的に活用して、児童の思考力・判断力・表現力を向上させる。
・教育相談の充実、適切な環境調整により、児童支援と個性の伸長を図る。
・家庭や地域との連携を生かした教育活動の企画力、コミュニケーション力、情報発信力を高める。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育
【優しい子育成部】

●健康・体つくり
【元気な子育成部】

中間評価

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上
【やる気の子育成部】

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

重点取組
具体的取組

中間評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・「めあて」や「まとめ」を明確にした授業スタイルや、「聴きあい活動」を取り入れた学び方については確立できている。今後は、一人ひとりの活用の時間の充実を図り、十分な活用力をつけていきたい。

・読書量が随分増加してきた。家庭での学習習慣や読書の定着・充実に向けて、さらに保護者や地域にその必要性を発信したい。

・安全で、安心できる落ち着いた学校となってきた。今後も引き続き「生活四本柱」等、基本的な力を育成する日常活動の充実を図りたい。

・個別最適な学びの充実に向け、児童理解や適切な支援・GIGAスクールについて、適宜職員研修を行っていきたい。

２　学校教育目標

３　本年度の重点目標

学校名 佐賀市立諸富南小学校



様式１（小・中）

５　最終評価

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

・ ・

・ ・

・ ・

ふるさとを愛し、「夢」「ふれあい」「感動」のなかで、生き生きと輝く子どもの育成　

･基礎的基本的な知識・技能を定着させ、それらを活用した問題解決能力を向上させる。
・一人一台端末を効果的に活用して、児童の思考力・判断力・表現力を向上させる。
・教育相談の充実、適切な環境調整により、児童支援と個性の伸長を図る。
・家庭や地域との連携を生かした教育活動の企画力、コミュニケーション力、情報発信力を高める。

主な担当者
最終評価 学校関係者評価

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者最終評価 学校関係者評価

・「めあて」や「まとめ」を明確にした授業スタイルや、「聴きあい活動」を取り入れた学び方については確立できている。今後は、一人ひとりの活用の時間の充実を図り、十分な活用力をつけていきたい。

・読書量が随分増加してきた。家庭での学習習慣や読書の定着・充実に向けて、さらに保護者や地域にその必要性を発信したい。

・安全で、安心できる落ち着いた学校となってきた。今後も引き続き「生活四本柱」等、基本的な力を育成する日常活動の充実を図りたい。

・個別最適な学びの充実に向け、児童理解や適切な支援・GIGAスクールについて、適宜職員研修を行っていきたい。


